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会長　土岐　達志
長崎県障害者スポーツ協会

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
り
返
っ
て

　

廣
川
前
会
長
の
後
を
受
け
、
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
長
を
拝
命
し
て
早
10
年
に
な
り
ま
す
。
県
選
手
団

長
と
し
て
の
初
参
加
は
第
10
回
千
葉
大
会
で
、
前
身
の

全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
含
め
開
閉
会
式
は

史
上
初
の
屋
内
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
サ
ッ
カ
ー
の
大
健
闘
で
し
た
。
過

去
９
回
の
大
会
す
べ
て
１
回
戦
で
負
け
て
い
た
の
が
、

１
試
合
・
２
試
合
目
と
勝
ち
進
み
、
優
勝
戦
で
は
強
豪

東
京
に
惜
し
く
も
負
け
ま
し
た
が
、
堂
々
の
準
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。
千
葉
大
会
で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ン
競
技

で
、「
ボ
ッ
チ
ャ
」
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
生
ま
れ
の

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
に
出
会
い
ま
し
た
。
ボ
ッ

チ
ャ
は
重
度
脳
性
麻
痺
者
や
四
肢
重
度
障
害
者
の
た

め
に
考
案
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ボ
ー
ル
を
上
か
ら

投
げ
て
も
下
か
ら
投
げ
て
も
蹴
っ
て
も
良
く
、
障
害
に

よ
り
投
げ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
滑
り
台（
ラ
ン
プ
）

を
使
い
、
自
分
の
意
思
を
介
助
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
参
加
で
き
る
画
期
的
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

次
の
山
口
大
会
の
年
に
は
、
あ
の
千
年
に
一
度
と
い

わ
れ
る
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
多
く
の
方
が
犠
牲

に
な
り
、
９
年
経
っ
た
今
も
約
４
万
８
千
人
の
方
々
が

避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
大
震

災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
被
災
地
か
ら　

長
崎

が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
・
が
ん
ば
ら
ん
ば
大
会　

に
参
加

す
る
監
督
・
選
手
を
支
援
す
る
た
め
、「
が
ん
ば
く
ん

募
金
」
の
一
部
が
本
県
よ
り
被
災
３
県
と
仙
台
市
に
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
ぎ
ふ
清
流
大
会
」、「
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
」
と

続
き
、２
０
１
４
年
に
は
「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
大
会
」

が
本
県
で
開
催
の
運
び
と
な
り
、
長
崎
大
会
か
ら
所

管
が
厚
生
労
働
省
よ
り
文
部
科
学
省
に
移
管
さ
れ
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
で
一
元
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
私
た
ち
は
２
０
１
２
年
、　

長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば

大
会
の
認
知
度
向
上　

と　

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

振
興　

を
図
る
目
的
で
、
県
や
関
係
団
体
と
連
携
し
て

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
組
織
し
、
県
内
21
市
町
を
「
が

ん
ば
く
ん
・
ら
ん
ば
ち
ゃ
ん
」
や
関
係
者
と
訪
問
、
大

会
の
認
知
度
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
新
聞
等
の

報
道
効
果
も
大
き
く
、
大
会
１
年
前
に
は
認
知
度
が

８
割
を
超
す
状
況
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。

　
「
君
の
夢　

は
ば
た
け
今　

な
が
さ
き
か
ら
！
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
開
催
さ
れ
た
長
崎
が
ん
ば

ら
ん
ば
大
会
は
、
全
国
か
ら
来
県
さ
れ
た
多
く
の

皆
様
の
胸
中
に
素
晴
ら
し
い
感
動
を
残
し
て
大
成

功
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
６
年
「
わ
か
や
ま
大
会
、い
わ
て
大
会
、

え
ひ
め
大
会
、
ふ
く
い
大
会
」
と
続
き
、
昨
年
の

「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
大
会
」
は
台
風
19
号
で
中
止
、

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
大
会
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
残
念
な
が
ら
延
期
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
歴
史
を
10
回
大

会
か
ら
見
て
き
ま
し
た
が
、
各
大
会
で
の
長
崎
県

選
手
の
頑
張
り
や
多
く
の
人
々
と
の
出
会
い
と
交

流
、
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
や
た
く
さ
ん
の
感
動

な
ど
、
限
ら
れ
た
紙
面
で
は
言
い
尽
く
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
今
後
も
、
誰
も
が
健
康
で
元
気
に
暮

ら
せ
る
共
生
社
会
実
現
を
目
指
し
、
身
近
に
パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
行
く
決
意
で
す
。
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第 20回　長崎県障害者スポーツ大会
　「第 20回長崎県障害者スポーツ大会」は５月 31日（日）に「第 20回全国障害者スポー
ツ大会」の選手選考会を兼ね、トランスコスモススタジアム長崎を主会場に約 2,000 名の
役員・選手参加のもと、開催準備を進めていたが、新型コロナウイルス感染拡大に鑑み、
中止することになった。
　因みに、本大会参加申し込みをされた選手数は下記のとおりであった。

　「第 20 回全国障害者スポーツ大会」は 10 月 24 日（土）～ 26 日（月）の３日間、
鹿児島県において「燃ゆる感動かごしま大会」として開催される予定であった。
　長崎県代表選手は、選手選考を兼ねた県障害者スポーツ大会の中止の状況を踏まえ、
昨年度「いきいき茨城ゆめ大会」の派遣決定選手及び昨年の
県大会の成績を参考にして、個人競技 33名の選手を内定
し、団体競技も九州ブロック競技運営団体の推薦を得た
チームを内定していたが、新型コロナウイルス感染の状
況が深刻化した 5月末に「かごしま大会」の年内開催が
不可能となり、派遣に関する準備は中止となった。

第 20回　全国障害者スポーツ大会
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　既に、四半世紀前になるが、仕事で横浜市に単身赴任中の
こと、体調に異変を感じ精密検査を受けた。通告された病
名は頸髄髄内腫瘍（Ｃ１レベル）、手術後半年間の休職リハ
ビリの厳しい生活が続いた。聞いていた通り体幹機能障害は
残ったが何とか復職し、周囲の協力もあり定年まで勤めるこ
とができた。
　定年後のセカンドライフをどう過ごすか、特段の趣味も特技も無いなかで、長崎市障害
福祉センターの存在を知り、障がい者スポーツと出会った。健康体操やストレッチ運動と
いった機能訓練を受けながら、風船バレーやボッチャ・フライングディスクなども楽しん
でいる。
　その腕試しとして長崎県障害者スポーツ大会には、第 16回大会から採用されたボッチャ
にエントリー、自身のチームは予選敗退が続くも、前回大会では同僚チームが準優勝を成し
遂げた。
　昨年５月に長崎県ボッチャ協会が設立されたのをうけて、「Nagasaki　Boccia　Club」と
して活動を開始して１年経過した。
　メンバーは長崎市障害福祉センターを利用している 20 歳から 68 歳までの老若男女
12名、不定期ながら月２回ほど同センターで、協会や長崎県障がい者スポーツ指導員の
支援を受けながら練習に励んでいる。近年では、誰でも出来るレクボッチャとして広がって
いますが、当クラブは全国障がい者スポーツ大会競技規則に準じた運用としており、現時
点では会員は肢体不自由者に限定している。
　的玉に近い方が勝ちという単純なゲームですが、相手のコースを塞いだり、相手のボール
を弾き飛ばしたり、的玉を押したり、攻守のパターンは多種多彩な奥深さがあり、楽しい
ものです。
　また、課題も見つかってきました。先ずは競技ルール、全国大会仕様は県大会でやって
きたことよりかなり厳しく規定されており、選手のみならず介助者にもペナルティを課さ
れる行為が散見され、互いに基礎知識を習得する必要があります。
　また、高額な道具も自前では準備出来ないため、センターから借りている身ですが、
補助具（ランプ）はプレイ範囲を狭める長いもので、ボールが歪んだりしていて・・・。
そして何よりも誰も全国大会に出場したことが無いという事もあります。
　来年開催予定の「三重とこわか大会」からボッチャが正式種目となるので、初代長崎県
代表選手を当クラブから送り出せるよう、和を重んじ技術力を高めていきたいと思ってい

ます。
　今年は新型コロナウイルス感染拡大により長崎県障
害者スポーツ大会が中止となり、対外試合の機会が無
くなったところに諫早市の九州ガスホールディングスの
共催で「2020長崎県障がい者ボッチャ大会」の開催を
企画して頂き、誠にありがとうございます。
　長崎県障害者スポーツ協会には、他団体との交流試
合の場を設けるなど、引き続き橋渡し役をよろしくお
願いいたします。
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　県スポーツ振興課では、庁内ミニ講座において、職員向けに総合型地域スポーツクラブの
紹介及び貯筋運動とボッチャの体験会を行いました。
　県庁１階エントランスロビーに紐と養生テープで即席のボッチャコートを設営。県障
害者スポーツ協会よりお借りしたボッチャセットを使って、当課職員が簡単にルールを説明。
全員が初心者にも関わらず、最初から対戦方式で行ったボッチャは大盛り上がり。ボール
を投げる人だけでなく、観ている人も熱くなれる大変魅力的な競技だと思いました。
　また、車椅子の職員もボッチャを初体験し、「今まで興味はあったが、やる機会がなかっ
た。こんなに楽しいとは！また機会があればやりたいです！」とおっしゃっておられ、ボッ
チャは、障害がある人もない人も一緒に楽しめるスポーツだと改めて認識することができ
ました。
　県内の総合型地域スポーツクラブでも、ボッチャの体験会を行ったり、新種目に取り入
れたりしています。今後、県内でもさらにボッチャが広まることを願っています。

　8月 26 日（金）佐世保市立鹿町小学校において、地域における障害児との触れ合いはも
とより児童の保護者も参加して、親子レクリエーションが開催された。
　開催の目的は、障害者スポーツの体
験や見聞を通して、障害者スポーツに
興味・関心をもち、障害者及び障害者
スポーツへの理解を深めることであり、
本協会からも「フロアーカーリング」
「ヒットだ！ターゲット」の指導に汗を
流した。
　新型コロナウイルス感染拡大予防で
体を動かす時間が少なくなっている児
童の久々の笑顔が印象的だった。

県スポーツ振興課　斎藤 亜紀子
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　６月 21日（日）令和２年度一般社団法人長崎県
障害者スポーツ協会の定期総会において、令和元
度長崎県スポーツ協会表彰の授与式を執り行った。
　受賞された皆様をご紹介いたします。

特別功労賞：九州ガスホールディングス・
　　　　　　　石橋善弘
功　労　賞：松﨑ヨシ子・林田綾子・
　　　　　　　 安里より子
優秀指導者賞：長岡純斉・山下祐司・
　　　　　　　 原田竜生
優秀選手賞：副島正純・浅野　俊・
                          江口侑里・木村勇聖・
　　　　　　　 間ノ瀬俊輔・岩本将希・
　　　　　　　岩村真来人　　　
　　　　　　　　　　　　　　　（敬略省）

　令和２年（公財）ΚΤNスポーツ・文化振興財団の表彰が執り行われました。
　この賞はスポーツ・文化活動の分野で地域社会に大きく貢献し、国内外の大会で活躍を
続け、県民に感動を与えた個人 13名・団体４団体に功績を称え贈られた。本協会からは、
優秀選手賞として、浅野 俊【瓊浦高等学校】、江口侑里【長崎県警】に栄賞が授与された。
　尚、授与式は新型コロナウイルス感染拡大の状況であり、執り行われることができず、
直接、賞状と副賞が受賞者に届けられた。

瓊浦高等学校
　  （卓球）　
　浅野　俊

  　　　　 長崎県警
   （車いすバスケットボール）
 　　　　江口　侑里
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　本校は、知的障害教育、肢体不自由教育併置の特別支援学校であり、小学部から高等部
まで約 260 名の児童生徒が学んでいる。今回は、肢体不自由教育部門高等部の取り組みに
ついて報告します。
　フライングディスクの授業では、アキュラシー競技（※）を中心に行った。今までは、
フラフープをゴールに見立て、天井からつり下げたり、三角コーンに貼り付けたりしてき
たが、スポーツ協会から借用した競技用のものを使用すると、生徒たちがより興味を示し、
今まで以上に意欲的になった。
　ディスクを自分で投げる生徒は、３メートル手前の位置から始め、徐々に距離を延ばし、
５メートル先のゴールを通過させることができるようになった。
　初めて５メートル先のゴールを通過させたときの生徒の喜ぶ様子は、日頃見たことのな
いものだった。
　また、自分で投げることが難しい生徒は、ゴムを利用した補助具でディスクを飛ばすこ
ととした。なかなかゴールを通過することは難しかったが、どうしたらゴールを通過でき
るかを考え、補助具の向きや角度を変えたりして、自分なりに工夫して取り組んでいた。
　また、学期の終わりには、球技大会と銘打ち、フライングディスク大会を行った。正式
なルールとは異なるが、投げたり飛ばしたりした距離や位置で得点を競い、高等部生徒全
員が参加できた。競技する生徒も補助する教師もとても夢中になり、笑いの絶えない盛り
上がった大会となった。
　このような学校での体験に基づ
き、児童生徒がフライングディ
スクを始めとして様々な障害者ス
ポーツに興味をもち、体を動かす
ことに困難さがあっても「私にも
できる。」と実感し、仲間と一緒に
楽しみ、生涯にわたってスポーツ
に親しむことができるようになる
ことを切に願っている。

アキュラシー競技（※）
５メートルまたは７メートル離れたアキュラシーゴール（直径 91．５センチメートルの
円形）に向けて 10回投げ、その通過回数を競う種目

佐世保特別支援学校　　高等部教諭　船場　幸一

佐世保特別支援学校での
      フライングディスクの取り組みについて
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　例年、年度末に取り組んでいる長崎県共同募金会の赤い羽根共同募金「テーマ募金」活
動では多くの企業のほか個人有志の方のご協力で、多額の浄財をいただき、障害者スポーツの
普及活動に活用させていただいています。
　今年度、「テーマ募金」の趣旨を活かす活動として、「2020 長崎県障がい者ボッチャ
大会」を開催します。本大会はテーマ募金にご賛同いただいています「九州ガスホールディ
ングス杯」として開催します。大会要項・参加申し込み等は、協会ホームページでご確認
できます。
　新型コロナウイルス感染症の収束の見通しが立たな
い現状の状況を踏まえての企画ですが、感染対策は
運営・参加者の感染予防に万全を期し、会場の利用
ガイダンスを遵守して準備を進めます。
　パラリンピック正式競技であるボッチャを定着させ、
ボッチャ愛好者の普及拡大を図ることを目的とすると
ともに、ボッチャを通して、参加者同士の交流を図り、
生涯スポーツへの意識を高める機会となるよう、今後
も継続をすることを目標として開催しますので多くの
ご参加をお願いします。

長崎県障害者スポーツ協会 検索

※（一社）長崎県障害者スポーツ協会の
　ホームページでも確認できます。
　  ■ＴＥＬ：095-894-9686　 
　  ■ＦＡＸ：095-849-4703

例年どおり、障がい者のスポーツ振興と競技力向上に当たる指導者を養成する目的で実施します。
◆開 催 期 日：令和 3年 1月 16日（土）・17日（日）・23日（土）の３日間
◆開 催 会 場：長崎県総合福祉センター【県社協棟】
　　　　　　　長崎市障害福祉センター【もりまちハートセンター】
◆対  象   者：県内在住で、障がい者スポーツ・レクリエーション活動従事者や、興味のある
　　　　　　　18歳以上の方（令和 2年４月１日現在）
◆募 集 定 員：20名
◆申 込 期 間：令和 2年 12月１日（火）から 12月 21日（月）まで
◆申込希望者：（一社）長崎県障害者スポーツ協会へご連絡ください。

2020 長崎県障がい者ボッチャ大会を開催
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平成 31年 4月 1日から令和 2年 3月 31日まで

令和元年度　
一般社団法人長崎県障害者スポーツ協会事業報告及び決算報告

（令和2年６月 21日（日）開催の令和 2年度総会で承認されました。）

決算報告

事業報告
Ⅰ．はじめに
　本協会の設立目的に沿い、計画各事業の推進に積極的に取り組みました。
　さらに、障害者の健康体力の維持増進のためのスポーツ拠点や指導体制を整備し、障害者スポーツのなお一層の普及振興を図るこ
とを目的として、障害者の社会参加推進の要となる諸事業に取り組みました。
   「福祉販売」、「テーマ募金」などの事業も積極的に取り組み、組織強化の基盤を目的に推進しました。
Ⅱ．総　　括
1.    会　　議
　　（１）総　　　会
　　令和元年６月 30日（日）に開催
　　（２）理 　事 　会
　　令和元年 5月 31日（金）令和 2年３月 19日（木）に開催　　　　 臨時理事会　令和 2年 1月 15日（水）に開催
　　（３）正副会長会
　　令和元年５月 17日（金）令和 2年２月 25日（火）に開催
Ⅲ．実施事業
1. 第 19 回長崎県障害者スポーツ大会の開催
　　令和元年 5月 26日（日）役員・選手・競技役員・補助員、２,044 名が参加した。
2. 全国障害者スポーツ大会選手団強化練習及び派遣事業
   　令和元年 10月 12日（土）～ 14日（月）開催の「いきいき茨城ゆめ大会」に役員選手 86名の派遣を決定し、選手強化事業等に
　取り組んだが、大型台風 19号の襲来により、「第 19回全国障害者スポーツ大会」は全日程中止となった。
3. 障害者スポーツ普及・活性化事業
　　「長崎がんばらんば大会」の成果や機運を一過性のものとせず、今後につなげていくため、スポーツ・レクリエーション教室や競
　技力向上支援等の取組みを行った。
（１） 障害者スポーツ人材バンク（現在の登録者：91名）
（２） 障害者スポーツ・レクリエーション教室の開催（派遣状況：38ヵ所に延べ 86名・６競技団体を派遣した。）
（３） 各団体競技チーム等の競技力向上のための支援
4. 東京パラリンピック等アスリート特別強化事業
　　本県在住の、東京パラリンピックやデフリンピックに向けて出場が期待される選手が、JPC 加盟競技団体が指定する国内外の各種
　大会、強化合宿に参加するために 3名の強化指定選手に必要な遠征等に対しての支援を行った。
5. 障害者スポーツ振興事業
　（１） 地域スポーツ交流事業（県内 12ヵ所で延べ 421 名が参加）　
　（２） 障害者スポーツ指導員養成事業（12月に長崎市で開催 20名が受講）
　（３） 障害者スポーツに関する調査研究事業（県外で開催の主要会議に出席した。）
　（４） 障害者スポーツ活動等支援事業（平成 30 年度県障害者スポーツ協会表彰を実施した。第１９回全国障害者スポーツ大会九州
　　　 ブロック地区予選会の開催（フットベースボール競技を実施した。）
　（５） 広報・公聴事業（協会だよりの発行、ＨＰの随時更新、報道機関へ活動情報提供した。）
Ⅳ．物品販売事業の推進（福祉販売：売り上げ活動会員 28団体）
Ⅴ．障害者スポーツ活動等振興助成事業
　　会員38団体が申請し、82事業に助成した。また、全国障害者スポーツ大会九州ブロック予選会への参加費用及び、活動費を10チー
　ムに助成した。
Ⅵ．赤い羽根共同募金「テーマ募金」（共同募金会から 1,600,000 円の助成があった。）
Ⅶ．その他の事業（賛助会員の増員）1団体・513 名の会員増
　・団体賛助会員・・・・・・  18【１団体増】
　・個人賛助会員・・・・・・521【513 名増】
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～御協力ありがとうございました～
◆ 賛助会員一覧

一般社団法人　長崎県障害者スポーツ協会令和 2 年度
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・賛助団体　　
  １口　5,000 円以上
・賛助個人　　
  １口　1,000 円以上

■賛助会員

・障がい者団体
  １口　5,000 円の２口以上
・スポーツ競技団体
  １口　5,000 円以上
・その他の団体
  １口　5,000 円以上

■正会員

◆ 正会員一覧【会員数：77】

入会方法にはついては、協会事務局にお問合せ下さい。
℡：095 ｰ 894 ｰ 9686

　一般社団法人長崎県障害者スポー
ツ協会は、スポーツ活動を通じて障
がい者の自立と社会参加の促進に寄
与するため、様々な活動に取り組ん
でいます。
　協会の運営と主たる事業の実施に
ついては、主に県、市、町の補助金
と委託金によって賄われています
が、障がい者のスポーツ振興を図っ
ていくためには、さらに協会独自の
事業、対応も必要であり、こうした
取り組みには会員皆様からの会費収
入などの自主財源が必要でありま
す。
　本県障が者スポーツ振興のため
に、より多くの団体、個人の方のご
理解とご支援を頂きたくよろしくお
願い申し上げます。

　秋の兆しを感じ始めた 9月に入り、立て続けの大型台風の襲来。離島をはじめ県内
各地で被災された方も居られ、お見舞い申し上げます。
　特に台風 10号の通過予報に敏感に対応した経験が今後の教訓になることと考えて
います。建築以来初めてすべての雨戸を閉め、浴槽はもちろん、ペットボトルに飲み
水を満タンにしたことを確認し、乾電池を求めて量販店・コンビニなど 5～６店を走
り廻ったがどこも完売でした。日頃の備えが大切ですね。　（Ｋ）


